
 

 

 

 

 

 

Near the  Ocean 

～ 海の側で ～ 
 

『プレイズ＆プレデターズ卓上RPG』専用シナリオ 

 



参加可能人数 
下限：1人 

上限：6人 

 

トレーラー 
 それは…    

 獣人たちの物語… 。    

 はるか遠くの恒星系『アスラニア』。    

 そこは食物連鎖が支配する混沌の世界。    

 

 『アスラニア』のあるところに、『ゼクレア』という国があった。 

 その国の食糧調達は二つ手段をとっていた。 

 一つは他国の動物（獣人を含む）を狩りに行くこと。 

 もう一つは自国の階級が最も低い者を餌食にすること。 

 その制度は・・・、 

 やがて、ある事件の引き金となった。 

 

～ プレイズ＆プレデターズ卓上ＲＰＧ ～ 

 ～ Near the Ocean ～  

 

シナリオハンドアウト（全ＰＣ共通） 
 あるところに、ゼクレアという国があります。 

 その国は国民区別型国家の階級争いが絶えない方です。 

 その為、その国家で生き残るには、ある程度の地位を得なければなりません。 

 そんな国家であなたは生きています。 

 

 あなたはこれから、その国家でできた友達と海へ遊びに行くのですが・・・、 

 

あなたはとある事件に巻き込まれることになるのです。 

 



メインプレイの進行 
第1サイクル 
 第1サイクルで提示するエリアは『バス停』のみです。 

バス停 
 PC達はバス停で待ち合わせしている。 

 PCの他に一緒に海へ行く友人は兎獣人ライノ・ヴァース、狼獣人ヴェルグ・ノート、隼獣人フェザー・シイウス、鷲獣人クラス・フェルマーの4人

である。 

 彼らも到着し、海へ行くことを楽しみにしている感じで会話する。 

 

 

第2サイクル 
 第2サイクルで提示するエリアは『浜辺』『テント』です。 

浜辺 
 そこには狼獣人ヴェルグ・ノート、隼獣人フェザー・シイウス、鷲獣人クラス・フェルマーがいた。 

 ワイワイ楽しく話して、最終的には洞窟を見つける。 

 

テント 
 そこには、兎獣人ライノ・ヴァースがいた。 

 彼と話し、彼の過去を聞く。 

 彼の両親は階級が低く、餌食になってしまったということ、そして、彼は頑張って自分の階級を上げ何とか生き延びたということがわかる。 

 

 

第3サイクル 
 第3サイクルで提示するエリアは『浜辺』『テント』です。 

 また、第2サイクルに『浜辺』へ行ったキャラクターには『洞窟』も提示します。 

浜辺 
 そこには狼獣人ヴェルグ・ノートがいた。 

 彼と話し、彼の過去を聞く。 

 彼は妹をカウンターに殺された。ということ、そして、彼の妹を殺したカウンターの目的はプレデターの絶滅ということがわかる。 

 また、『浜辺』近くに『洞窟』があったことも聞く。 

 

テント 
 そこには、鷲獣人クラス・フェルマーと兎獣人ライノ・ヴァースがいた。 

 クラスが、『洞窟』のことをライノに知らせる。 

 

洞窟 
 そこには隼獣人フェザー・セイウスがいた。 

 彼が洞窟を探検していると、モンスターが登場し、PCが何もしなければ枯れはモンスターに捕まってしまう。 

 

 

第4サイクル 
 第4サイクルで提示するエリアは『浜辺』『テント』『洞窟』です。 

 第3サイクルで『フェザー・セイウス』が助かっていた場合は、彼はこれらのエリアの内どれかに登場させてください。 

浜辺 
 誰もいない浜辺。 

 狼獣人ヴェルク・ノートの手記を見つける。 

 彼はカウンターを根絶やしにしようとするレジスタンス『アンチプラント』のメンバーだったということがわかる。 

 

テント 
 誰もいない浜辺。 

 兎獣人ライノ・ヴァースの手記を見つける。 

 彼はプレデターを根絶やしにしようとするレジスタンス『プラントフォース』のメンバーだったということがわかる。 

 

洞窟 
 そこには隼獣人フェザー・セイウスを探す兎獣人ライノ・ヴァース、狼獣人ヴェルグ・ノート、鷲獣人クラス・フェルマーがいた。 

 第3サイクルで『フェザー・セイウス』が捕まっていた場合、その衣服とそれらしき骨の死体が発見される。 

 ＰＣの誰かも一緒に捕まっていた場合、その衣服とそれらしき骨の死体が発見される。 



第5サイクル 
 第5サイクルで提示するエリアは『浜辺』、『テント』、『洞窟』です。 

 第3サイクルで『フェザー・セイウス』が助かっていた場合は、彼（フェザー・セイウス）はこれらのエリアの内どれかに登場させてください。 

 第3サイクルで『モンスター』が死亡していた場合は、『洞窟』エリアへ行っても彼（モンスター）とは遭遇しません。 

浜辺 
 そこには、鷲獣人クラス・フェルマー、狼獣人ヴェルグ・ノートがいた。 

 プレデターを根絶やしにしようとするレジスタンス『プラントフォース』が3人登場し、襲ってくる。 

 

テント 
 そこには、兎獣人ライノ・ヴァースがいた。 

 カウンターを根絶やしにしようとするレジスタンス『アンチプラント』が2人登場し、襲ってくる。 

 

洞窟 
 モンスターが登場し襲ってくる。 

 

 

第6サイクル 
 第6サイクルで提示するエリアは『テント』のみ。 

テント 
 今まで起きたことによって異なるエンディングを描写する。 

 



シナリオの真相 
事件の正体 
 この事件は3つの真実から成り立っています。 

 1つは兎獣人ライノ・ヴァース。 

 彼の両親は階級が低く、餌食になってしまい、彼は頑張って自分の階級を上げ何とか生き延びました。 

 しかし、憎しみは消えず彼はプレデターを根絶やしにしようとするレジスタンス『プラントフォース』のメンバーになった。 

 2つ目は狼獣人ヴェルグ・ノート。 

 彼は妹をカウンターに殺され、彼の妹を殺したカウンターの目的はプレデターの絶滅だった。 

 その為、カウンターへの憎しみは消えず、彼はカウンターを根絶やしにしようとするレジスタンス『アンチプラント』のメンバーになった。 

 3つ目はモンスター。 

 洞窟にはモンスターが棲みついていたようです。 

 

アビリティ・アイテム・食性のデータ 
狼獣人ヴェルグ・ノート サンプルキャラクター：嘘つき狼さんを参照。 

兎獣人ライノ・ヴァース サンプルキャラクター：兎の復讐者を参照。 

鷲獣人クラス・フェルマー サンプルキャラクター：森の賢者を参照。 

隼獣人フェザー・セイウス サンプルキャラクター：神速の戦士を参照。 

その他アンチプラント サンプルキャラクター：暗黒の捕食者を参照。 

その他プラントフォース サンプルキャラクター：兎の復讐者を参照。 

 


